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【論文】 









グランド・ショウ「サイエンス・ショウ（踊る科学）」(2) は、昭和 15（1940）年 5 月、宝塚大
劇場（大正 13 年開場、兵庫県宝塚。以下「大劇場」と略記）での歌劇団の月例興行（雪組、4





この録音はデジタル化され、歌劇団の戦前の楽曲を集めた 3 枚組 CD『宝塚歌劇─戦前編─』
（日本コロムビア、平成 5 年）に収録されている。この CD の曲目解説で瀬川昌久は、この演
奏が、前年に全米公開されたばかりで日本では未公開だった映画『オズの魔法使』（The Wizard 






















が抱くであろう疑問に、ひととおり答えてくれる。ただし、この曲が「昭和 15 年 4 月 19 日録
音／昭和 15 年 4 月 1 日発売」とあるのは誤りで、後年の CD に同じ解説が再録された際は「5
月 1 日発売(6)」と訂正されている。また雪組の大劇場での公演期間を「昭和 15 年 4 月 26 日～8

































歌劇団史において象徴的に語られるのは、昭和 14 年 8 月の大劇場では「レッドホット・アン
ド・ブルウ」（岡田恵吉作及振、康本晋史振付、岩河内正幸作曲、花組）の題で上演されたグラ









さらに、「北支皇軍慰問団」の派遣（昭和 14 年 8 月）、生徒全員が参加する「大日本国防婦人
会宝塚分会」の結成（昭和 15 年 7 月）、「宝塚少女歌劇音楽奉仕隊」（昭和 15 年 9 月結成、翌 10
月には「宝塚唱舞奉仕隊」と改名）としての各地での慰問公演などといった形で、歌劇団は戦
争宣伝に加担させられてもいく(18)。歌劇団の名称から「少女」を外して「宝塚歌劇団」に改称





1-2. 昭和 15 年 5 月、宝塚大劇場雪組公演の概要 










は翌 6 月の東京宝塚劇場公演（6 月 5 日～7 月 1 日）にも「赤十字旗は進む」と「サイエンス・
ショウ」を持って行き、舞踊作品と組み合わせた 3 本立ての興行を行なっている(21)。 
この時期の歌劇団は、すべての月例興行について『宝塚少女歌劇脚本集』と題する冊子を発










































外題の前に置かれた「グランド・ショウ」とは、宇津秀男と酒井協が昭和 11（1936）年 9 月
から約半年間のアメリカ留学からの帰国後、計画的に導入を進めてきた新形式を指す。両者は
帰国後、『歌劇』誌上でニューヨークの各劇場での見聞を報告しているが、とりわけ印象深く語


























 想ひ伝へよ 愛のかけ橋 
夕空 赫く そめる頃 
 丘にただ一人 佇みて 
君と共に唄ひし 愛の唄 
 今も口吟み 君を想ふ 
楽し谷間を 越ゆる愛の吊橋 





















アーレン／ハーバーグの“Over the Rainbow”には、この 32 小節に先立って、“When all the world 
is a hopeless jumble…”という歌詞で始まる、20 小節の導入部分が用意されていた(38)。ただしこ
の箇所は、映画『オズの魔法使』では削除されている。 
「谷間の吊橋」の歌い出しに相当する原曲の箇所を、譜例 1 に示した。この 8 小節の大楽節
は主部（A）として、楽曲中で 3 度繰り返される。第 1 小節では、歌い出しのすぐ次の音符で、
音程は 1 オクターブ上に跳ね上がる。その後も、第 3 小節には長 6 度、第 5 小節には短 6 度と、































































しい。客席に参加を促すのならばなおさらである。当時の大劇場は客席数約 4,000 席(41) と、日
本では最大規模の劇場だった。この場には、誰にでも歌いやすい旋律が求められただろう。原










を想う」（『宝塚フオリーズ』主題歌、昭和 13 年 3 月、月組）と「谷間のこだま」（『ショウイズ
図版 2 
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昭和 13 年の 2 曲はいずれも弱起（Auftakt）で、歌い出しからの 2 つの音符で音程を上げてい
き、最初の小節線の直後の（冒頭から数えて 3 つ目の）音符を、高く長く引き延ばす形である




























































半年間のアメリカ留学に加え、昭和 14（1939）年 4～7 月の歌劇団のアメリカ公演にも帯同し
ている。 
『オズの魔法使』の全米公開は 1939 年 8 月末なので、歌劇団のアメリカ公演の時点では、完





姫』（Snow White and the Seven Dwarfs, 1937）である。この映画の存在は日本でも早くから知られ
ていたが、当時日本では外国映画を輸入制限していたので、国内では見られない状態が続いて
いた(54)。 











『白雪姫』の“Whistle While You Work”の旋律が使われている。 
この映画からの楽曲は、この時点ですでに別の演目にも使われ
ていた。グランド・ロマンス「桃花春」（白井鐵造作及振、高木四











































図版 1 宇津秀男作詞、岩河内正幸作編曲『谷間の吊橋』（宝塚少女歌劇団、1940 年 4 月 26 日）表紙。挿絵
画家の署名はない。 
図版 2「五月大劇場雪組公演 グランドショウ サイエンス・ショウ〔踊る科学〕全十八景」より、「第三景」
とキャプションのある写真を切り抜いた。写真中央部の歪みは原資料の「のど」に起因する。最前
列、「のど」のやや左に見える、肩に大きな白い飾りのある衣装を着ているのが糸井しだれ。『宝塚
グラフ』第 5 巻第 6 号（1940 年 6 月）、ページ数なし。 




図版 4 小松栄「白雪姫」扉、『歌劇』第 238 号（1940 年 1 月）、91 ページ。 
 
譜例 1  Arlen, Harold. Over the Rainbow. New York: Leo Feist, Inc., 1939. の第 25～32 小節について、主旋律と
歌詞のみを取り出し、引用者が浄書した。小節番号は「谷間の吊橋」の歌い出しと対応するように
振り直した。 
譜例 2 宇津秀男作詞、岩河内正幸作編曲『谷間の吊橋』（宝塚少女歌劇団、1940 年 4 月 26 日）の第 6～13
小節を、主旋律と歌詞のみを取り出し、歌い出しを 1 とする小節番号を追加して、引用者が浄書し
た。なお原資料にはピアノ伴奏が付され、歌詞の上の段に数字譜が併記されていた。 
譜例 3  Arlen, Harold. Over the Rainbow. 第 40～48 小節。譜例 1 と同様の処理を施した。 
譜例 4 宇津秀男作詞、岩河内正幸作編曲『谷間の吊橋』の第 21～29 小節。譜例 2 と同様の処理を施した。 
譜例 5〔SP レコード〕小夜福子ほか「遠き君を想う」（コロムビア、29701）より、冒頭の合唱の主旋律の
みを引用者が採譜した。歌詞は、「宝塚主題歌と軍国歌謡集」（『歌劇』第 226 号（1939 年 1 月）第
三付録、IX ページ）の記載に基づく。この曲は阪上由紀のいわゆる『（続寶塚楽譜）』の 1 冊として
ピース譜が出版されているが（1938 年 3 月）、本論文の執筆時点では閲覧がかなわなかった。 
譜例 6 松田武作詞、酒井協作曲「谷間のこだま」、『Show is on』（宝塚少女歌劇団、1938 年 9 月 1 日）よ
り、冒頭から 9 小節目の前半までを、歌詞の上の段に併記された数字譜を省略し、小節番号を追加






大学早稲田キャンパス、2019 年 12 月 26 日）の、音楽評論家の毛利眞人氏による話題提供の中で、映画『エ
ノケンの孫悟空』（山本嘉次郎監督、昭和 15 年 11 月公開、東宝）に、やはり当時日本未公開のアメリカ映
画の楽曲が多数引用されていることが紹介された。 
東宝舞踊隊（日劇ダンシングチーム改メ）の扮する妖精らが歌い踊る場面では、「星に願いを」（Leigh 
Harline and Ned Washington, “When You Wish Upon a Star,” 1940）の旋律が使われるのだが、冒頭の 1 オクタ
ーブの音程の跳躍はやはり回避され、2 つの音符をともに高い方の音で歌う処理が取られている。本論文
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会った鎮魂の歌──」、『ブレーン』第 36 巻第 5 号（1996 年 5 月）、94 ページ。 
6)〔CD〕『宝塚歌劇～戦前篇 アメリカ・ジャズ・ポピュラー篇』（コロムビアミュージックエンタテイン
メント、2007 年）ブックレット、ページ数なし。 












波書店、2017 年）、第 1 章にも詳しい。 
11) 〔無署名〕「日米親善の見本／米国の道具方から感激の便り」、『読売新聞』1939年7月22日夕刊2面など。 
12) 〔無署名〕「宝塚の女生徒取調べ／時局忘れたと非難の噂」、『読売新聞』1939年7月30日第二夕刊2面。 
13) 橋本雅夫『すみれの花は嵐を越えて──宝塚歌劇の昭和史』（読売新聞社、1993 年）、36～45 ページ、
玉岡かおる『タカラジェンヌの太平洋戦争』（新潮新書、2004 年）、78～81 ページ。 
14) 〔無署名〕「学校側の自粛誓約で一段落／宝塚生徒の事件」、『大阪朝日新聞』1939年8月3日朝刊11面。 
15) 『五十年史』、175 ページ。 
16) 橋本雅夫『すみれの花は嵐を越えて』、52～54 ページ。 
17) 橋本雅夫『すみれの花は嵐を越えて』、50～51 ページ。 
18) 『五十年史』、174～175 ページ。 
19) 〔無署名〕「宝塚も新体制へ／〝少女〟を廃して／今後男性歌手も採用」、『朝日新聞』（東京）1940 年
10 月 5 日夕刊 4 面ほか。 
20) 『五十年史』、175～176 ページ。 
21) 「太平洋」は、同年 3 月の雪組の東京公演（1 日～27 日、帝国劇場）で、すでに披露されていた。 
22) 以降、この定期刊行物は『脚本集』（興行年月）と略記する。なお、本論文で引用するのはすべて大劇
場公演の『脚本集』である。 
23) 『脚本集』（1940 年 5 月）、扉ページほか。以下の 2 段落の、この月例興行の各演目に関する記述は、
この資料に記載の脚本に基づく。 
24) 「宝塚少女歌劇五月公演写真集」、『歌劇』第 242 号（1940 年 5 月）巻頭、「宝塚少女歌劇六月公演写真
集 サイエンス・ショウ（東宝劇場）」、『歌劇』第 243 号（1940 年 6 月）巻頭、『宝塚少女歌劇脚本集』
（昭和 15 年 6 月東京宝塚劇場雪組公演、1940 年 6 月）巻頭、「五月大劇場雪組公演 グランドショウ サ
イエンス・ショウ〔踊る科学〕全十八景」、『宝塚グラフ』第 5 巻第 6 号（1940 年 6 月）ページ数なし、
「宝塚少女歌劇スタア・ポートレイト及場面集」、『エスエス』第 5 巻第 6 号（1940 年 6 月）116～117 ペ
ージ、『宝塚年鑑』昭和 15 年版（1940 年 12 月、宝塚歌劇団）、18～19、126～127 ページなど。 
25) 春日野八千代『白き薔薇の抄』（宝塚歌劇団、1987 年）、118 ページ。 
26) 「高声低声」より、詩津野と名乗る読者の投稿。『歌劇』第 243 号（1940 年 6 月）、217 ページ。 
27) 〔広告〕「宝塚少女歌劇五月雪組公演」、『大阪朝日新聞』1940 年 4 月 26 日夕刊 4 面。また、『歌劇』に
掲載のスタッフ座談会では、科学とは縁遠い一般の観客が「これを見て何んとなく私達〔の〕周囲にあ
る科学と云ふものが判つて貰えれば」という岩河内正幸の考えが、宇津秀男の口から語られている（宇
津秀男、岩河内正幸、河井清「「サイエンス・ショウ」スタッフ座談会」、『歌劇』第 242 号（1940 年 5 月）、
138 ページ）。 
28) 『脚本集』（1939 年 8 月）に掲載の脚本から判断する限り、この作品は同年 4 月のアメリカ映画 The 








1939 年 9 月 2 日第二夕刊 2 面）。 
30) 宇津秀男、酒井協ほか〔座談会〕「宇津酒井両先生の「お土産ばなし」」、『歌劇』第 205 号（1937 年 4
月）、50～51 ページ。 
31) 『脚本集』（1940 年 5 月）、75～76 ページ。 
32) 「「サイエンス・ショウ」スタッフ座談会」、140 ページ。 
33) 宇津秀男作詞、岩河内正幸作編曲『谷間の吊橋』（宝塚少女歌劇団、1940 年 4 月 26 日）。原文ルビな
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し。亀甲括弧内のルビは、楽譜の記載をもとに引用者が補足した。阪上由紀の調査によると、歌劇団で
は 1 回の月例興行から複数曲を収録した『宝塚少女歌劇楽譜集』（1916 年 11 月発行開始）と、不定期刊
行のピース譜『宝塚楽譜』の、2 系統の楽譜を出版している。『宝塚楽譜』というシリーズ名称と通号の
記載があるのは 1918 年 12 月～1927 年 7 月の発行分のみだが、その前後の時期にも類似の形態のピース
譜は発行されていたという（阪上由紀「宝塚歌劇における「主題歌」とその役割」、41～44 ページ）。『谷
間の吊橋』のピース譜もまさにこの系統の、阪上が『（続寶塚楽譜）』と名付けた出版物の 1 つと推定さ
れるが、阪上の調査対象には含まれていない。なお、この 1940 年 5 月の月例興行の『宝塚少女歌劇楽譜
集』（第 226 号、1940 年 4 月）には、「太平洋」と「赤十字旗は進む」からの楽曲が複数収められるのみ
で、「サイエンス・ショウ」の曲は一切載っていない。 
34) 『脚本集』（1940 年 5 月）、75 ページ。 
35) 『脚本集』（1940 年 5 月）、72 ページ。 
36) 「春日野八千代が観客席に〔合唱を〕呼びかけ、糸井しだれが、優艶にリードしてくれる」との報告
がある（谷十三「サイエンス・ショウ見たままの記」、『エスエス』第 5 巻第 6 号（1940 年 6 月）、166 ペ






38) Arlen, Harold. Over the Rainbow. New York: Leo Feist, Inc., 1939. 
39) 「「サイエンス・ショウ」スタッフ座談会」、139 ページ。 
40) 『脚本集』（1940 年 5 月）、66 ページ。 
41) 『五十年史』、143 ページ。なお、宇津らが客席の大合唱の手本とした米パラマウント劇場も、客席数
はほぼ同程度であった。 




“When the Sun Says ‘Goodnight’ to the Mountain,” 1937）の旋律を借用している。なお、「谷間のこだま」に






44) 田畑きよ子『白井鐵造と宝塚歌劇 「レビューの王様」の人と作品』（青弓社、2016 年）、83 ページ。
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認できる（『脚本集』（1928 年 6 月）、38 ページ）。 
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“Over the Rainbow” in Japan, 1940: 





Takarazuka Girls’ Opera (founded in 1914 and currently known as Takarazuka Revue) in May 
1940 staged Science Show, which featured a theme song titled “Tanima no Tsuribashi (A Suspension Bridge 
Over a Valley),” using a melody adapted from “Over the Rainbow,” a theme song from the film The Wizard 
of Oz (1939). The fact surprises us by three reasons: first, as Japan was on the eve of war against the United 
States, American culture was avoided, if not banned; second, Takarazuka’s version boldly altered the song’s 
melody; finally, the premiere of Science Show took place only eight months after The Wizard of Oz had 
been released, and it had not even hit theaters in Japan yet.  
By thoroughly reading the show’s script, musical score, and related media coverages, this article 
reveals how the adaptation became possible. First, the company insisted that their shows conveyed pro-war 
messages such as praising science and technology, to avoid being accused of playing Americanized music. 
Next, at that time, in an attempt to imitate the Paramount Theatre in New York, the show’s author always 
included a scene in which the performers invite the audience to sing together. He must have rewritten the 
tune, with the aim of making it easier for amateurs to sing. Finally, as this yearning for the American movie 
theater suggests, creators at Takarazuka often went abroad and were well-informed about the latest hit tunes. 
This case study shed new lights on how Takarazuka adapted American culture during those difficult years. 
 
 
  
